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論
説
近
隣
諸
国
の
好
き
嫌
い
に
新
聞
報
道
が
与
え
る
影
響
福元・古田
序
　
論
福
元
健
太
郎
・
古
田
　
紘
也
　
｝
般
に
外
交
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
る
外
国
に
対
す
る
人
々
の
感
情
は
、
特
に
民
主
主
義
国
に
お
い
て
は
、
政
治
家
の
行
動
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
好
意
を
抱
く
人
が
多
け
れ
ば
、
友
好
的
な
二
国
間
関
係
が
進
め
ら
れ
、
時
に
難
し
い
政
治
決
断
を
下
す
余
裕
も
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
逆
に
反
感
を
持
つ
有
権
者
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
外
交
関
係
は
ぎ
く
し
ゃ
く
し
、
難
問
は
先
送
り
せ
ざ
る
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
得
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、
外
国
に
対
す
る
市
民
の
感
情
は
、
外
交
の
基
礎
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
　
対
外
感
情
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
本
稿
が
主
た
る
関
心
を
払
う
の
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
人
々
に
伝
え
ら
れ
る
各
国
の
情
報
量
で
あ
る
。
あ
る
国
に
関
す
る
事
件
な
ど
何
ら
か
の
情
報
が
（
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
）
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
人
々
は
そ
の
国
に
関
す
る
評
価
を
改
め
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
が
良
い
知
ら
せ
で
あ
れ
ば
好
感
を
抱
き
、
悪
い
話
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で
あ
れ
ば
反
感
を
覚
え
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
理
論
的
に
は
、
情
報
が
多
い
こ
と
が
対
外
感
情
を
好
転
さ
せ
る
か
悪
化
さ
せ
る
か
は
明
ら
　
旗
か
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
情
報
量
の
多
寡
は
対
外
感
情
の
期
待
値
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
（
期
待
値
不
変
仮
説
）
。
し
か
し
、
例
え
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
（
政
治
的
な
）
事
件
が
起
き
る
な
ど
し
て
、
よ
り
多
く
の
情
報
が
届
け
ら
れ
る
方
が
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
判
断
を
（
一
方
向
に
）
変
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
え
る
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
情
報
が
多
い
ほ
ど
、
対
外
感
情
を
い
ず
れ
か
の
方
向
に
大
き
く
動
か
す
こ
と
は
予
想
で
き
る
。
　
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
つ
ま
り
、
情
報
量
が
増
え
る
と
対
外
感
情
の
分
散
が
大
き
く
な
る
（
分
散
増
大
仮
説
）
（
福
元
．
水
吉
、
二
〇
〇
七
）
。
　
　
　
　
　
　
　
厳
　
本
稿
が
旦
ハ
体
的
に
扱
う
の
は
、
戦
後
日
本
の
、
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
に
対
す
る
好
き
嫌
い
の
感
情
の
月
次
時
系
列
デ
ー
タ
で
あ
る
。
東
東
ア
ジ
ア
で
は
、
植
民
地
支
配
や
戦
争
と
い
っ
た
戦
前
か
ら
の
負
の
遺
産
と
戦
後
に
生
じ
た
冷
戦
対
立
が
あ
っ
た
た
め
、
二
国
間
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
事
件
が
報
道
さ
れ
る
と
対
外
感
情
も
悪
化
し
、
そ
れ
が
持
続
す
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
し
か
し
ま
た
他
方
で
日
々
の
何
気
な
い
交
流
の
積
み
重
ね
が
、
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
感
を
醸
成
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
本
稿
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
被
説
明
変
数
、
説
明
変
数
、
制
御
変
数
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
次
に
国
毎
に
各
変
数
の
時
系
列
グ
ラ
フ
を
示
し
て
、
そ
の
変
化
の
背
後
に
あ
る
政
治
的
事
件
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
第
四
節
で
は
計
量
分
析
の
モ
デ
ル
を
示
し
た
上
で
、
結
果
を
示
す
。
最
後
に
結
論
を
述
べ
る
。
変
　
数
被
説
明
変
数
　
本
稿
が
説
明
す
る
対
象
は
、
日
本
人
の
近
隣
諸
国
時
事
通
信
社
が
毎
月
実
施
し
て
い
る
世
論
調
査
で
、
（
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
）
に
対
す
る
好
き
嫌
い
の
感
情
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
一
の
国
（
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
（
西
独
）
、
ス
イ
ス
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
な
い
・
わ
か
ら
な
い
）
か
ら
「
あ
な
た
が
好
き
な
国
を
三
つ
ま
で
挙
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
を
挙
げ
た
回
答
者
の
百
分
率
を
指
標
と
し
て
用
い
、
以
下
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
そ
れ
の
国
の
好
感
度
と
呼
ぶ
。
同
様
に
「
あ
な
た
が
嫌
い
な
国
を
三
つ
ま
で
挙
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
設
問
に
対
す
る
数
値
を
嫌
悪
度
と
し
た
。
そ
し
て
一
〇
〇
％
か
ら
好
感
度
と
嫌
悪
度
を
引
い
た
値
を
無
関
心
度
と
し
た
。
観
測
期
間
は
、
こ
の
調
査
が
始
ま
っ
た
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
九
六
〇
年
六
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
一
二
月
ま
で
の
六
〇
四
ヶ
月
で
あ
り
、
以
下
の
変
数
も
原
則
と
し
て
同
じ
で
あ
る
。
説
明
変
数
　
本
稿
の
説
明
変
数
は
、
報
道
機
関
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
情
報
量
で
あ
る
。
具
体
的
な
指
標
は
、
『
朝
日
新
聞
』
で
見
出
し
に
「
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
国
」
「
韓
国
」
「
北
朝
鮮
」
と
い
う
文
字
が
そ
れ
ぞ
れ
出
て
く
る
記
事
の
件
数
で
あ
る
。
こ
れ
を
報
道
量
と
呼
び
、
本
稿
で
焦
点
を
当
て
る
主
た
る
説
明
変
数
と
す
る
。
分
析
対
象
期
間
を
通
じ
て
外
国
の
情
報
を
伝
え
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
、
他
に
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
も
あ
り
得
る
が
、
同
様
の
指
標
を
作
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
　
こ
の
手
法
に
は
測
定
誤
差
が
あ
る
（
例
え
ば
「
中
国
」
と
い
う
検
索
語
で
表
示
さ
れ
る
の
は
、
日
本
の
中
国
地
方
の
記
事
も
含
ま
れ
る
）
。
し
か
し
測
定
誤
差
は
、
有
意
な
結
果
を
出
し
に
く
く
す
る
（
本
稿
に
と
っ
て
不
利
な
）
方
向
に
働
く
か
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
意
な
結
果
が
出
れ
ば
、
そ
れ
は
本
稿
の
主
張
が
よ
り
頑
健
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
国
ヨ
σ
q
”
閑
①
o
げ
節
口
ρ
雪
α
＜
霞
げ
p
お
㊤
倉
寒
」
①
G
。
あ
）
。
ま
た
よ
り
測
定
誤
差
は
少
な
い
が
短
い
時
系
列
指
標
と
し
て
、
『
朝
日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
『
毎
日
新
聞
』
そ
れ
ぞ
れ
の
見
出
し
か
本
文
に
「
中
国
政
府
」
ま
た
は
「
中
国
共
産
党
」
と
い
う
文
字
が
出
て
く
る
記
事
の
件
数
を
測
定
し
、
こ
れ
ら
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
系
列
と
本
稿
の
中
国
の
報
道
量
と
の
相
関
係
数
を
出
す
と
、
○
・
五
か
ら
O
・
六
程
度
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
測
定
誤
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
従
来
の
研
究
で
は
、
政
治
的
事
件
が
政
権
支
持
率
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
る
た
め
に
、
各
月
に
お
け
る
政
治
的
事
件
の
有
無
を
（
研
究
に
よ
っ
て
は
政
権
に
有
利
な
事
件
と
不
利
な
事
件
と
に
分
け
て
）
表
す
ダ
ミ
ー
変
数
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
Φ
゜
叩
○
一
g
D
蒔
ρ
瓢
P
習
匹
Q
Q
8
≦
9
詳
図
O
O
9
9
㊤
爵
①
雪
島
目
①
ぴ
o
卜
。
O
O
G
。
一
Q
同
o
P
閃
①
碧
創
切
お
『
目
8
0
凹
）
。
し
か
し
、
無
数
に
あ
る
出
来
事
の
中
か
ら
特
定
の
政
治
的
事
件
を
選
択
す
る
（
特
に
政
権
に
有
利
か
不
利
か
を
分
け
る
）
際
に
は
、
支
持
率
な
ど
の
従
属
変
数
を
大
き
く
（
正
あ
る
い
は
負
に
）
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
基
準
に
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
係
数
を
過
大
に
評
価
す
る
内
生
性
バ
イ
ア
ス
を
免
れ
な
い
。
従
っ
て
、
従
属
変
数
を
参
照
し
な
い
形
で
操
作
的
に
定
義
で
き
る
指
標
が
望
ま
し
く
、
本
稿
の
報
道
量
は
そ
う
し
た
要
請
に
合
致
す
る
。
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制
御
変
数
　
二
国
間
で
人
々
の
（
経
済
的
）
交
流
が
深
ま
る
ほ
ど
、
好
感
度
が
増
し
、
嫌
悪
度
が
減
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
二
国
間
で
貿
易
量
が
増
え
る
ほ
ど
戦
争
は
起
き
に
く
い
（
○
づ
①
蝉
一
　
9
D
昌
匹
　
H
囚
信
の
ω
①
け
　
一
㊤
㊤
⑩
）
。
ま
た
し
ば
し
ば
中
国
や
韓
国
か
ら
見
た
対
日
貿
易
赤
字
が
、
時
に
「
経
済
侵
略
」
「
搾
取
」
と
批
判
さ
れ
る
な
ど
、
両
国
の
対
日
感
情
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
田
中
、
一
九
九
〇
、
＝
二
六
－
七
、
一
四
六
、
一
四
九
頁
、
李
、
一
九
八
九
、
八
一
、
九
二
、
一
九
三
、
二
四
五
1
五
〇
頁
）
。
そ
れ
を
見
た
日
本
人
が
そ
の
国
を
嫌
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
か
ら
見
た
貿
易
黒
字
は
対
外
感
情
に
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
貿
易
黒
字
そ
れ
自
体
は
、
海
外
の
反
日
的
な
言
動
さ
え
な
け
れ
ば
、
む
し
ろ
対
外
感
情
に
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
日
本
と
各
国
と
の
輸
出
額
と
輸
入
額
の
合
計
値
あ
る
い
は
日
本
か
ら
見
た
輸
出
額
か
ら
輸
入
額
を
引
い
た
値
を
、
国
内
総
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
産
で
割
っ
た
百
分
率
を
そ
れ
ぞ
れ
貿
易
量
と
貿
易
収
支
と
呼
ん
で
、
制
御
変
数
に
用
い
る
。
貿
易
量
は
対
外
感
情
を
好
転
さ
せ
る
が
、
貿
易
収
支
は
ど
ち
ら
に
も
傾
く
道
理
が
あ
る
。
　
経
済
状
況
が
悪
い
時
は
排
外
主
義
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
を
制
御
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
、
完
全
失
業
率
を
（
7
）
使
う
。
予
想
と
し
て
は
、
失
業
率
が
大
き
い
ほ
ど
好
感
度
は
下
が
り
、
嫌
悪
度
は
上
が
る
。
分
析
対
象
期
間
に
お
け
る
推
移
は
図
1
の
通
り
で
あ
り
、
経
済
状
況
に
関
す
る
我
々
の
認
識
を
相
当
程
度
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
世
論
調
査
の
標
本
誤
差
に
つ
い
て
よ
く
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
統
計
的
に
は
、
好
感
度
・
嫌
悪
度
の
分
散
は
標
本
数
に
反
比
例
す
る
（
つ
ま
り
標
本
数
が
多
い
ほ
ど
、
好
感
度
・
嫌
悪
度
は
正
確
に
な
る
）
。
特
に
本
稿
で
は
、
分
散
を
報
道
量
で
説
明
す
る
こ
と
も
あ
り
、
有
効
回
答
者
数
を
制
御
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
時
事
通
信
社
の
月
次
世
論
調
査
で
は
、
抽
出
標
本
数
が
一
九
七
一
年
三
月
ま
で
は
一
二
五
〇
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
七
一
年
四
月
以
降
は
二
〇
〇
〇
人
に
増
え
た
他
、
回
収
率
も
当
初
は
八
割
だ
っ
た
が
、
現
在
は
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
割
程
度
ま
で
漸
減
し
て
い
る
（
図
2
）
。
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ
　
　
　
　
　
リ
む
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
％
1960　　1970　　1980　　1990　　2000　　2010
　　　　　　　暦年
　　　　　図1失業率
　　2000
　　1800
　　1600
人
　　1400
　　1200
　　1000
1960　　1970　　1980　　1990　　2000　　2010
　　　　　　暦年
　　　　図2　回答者数
記
述
的
分
析
　
因
果
的
分
析
の
前
に
本
節
で
は
国
毎
に
、
好
感
度
・
嫌
悪
度
、
報
道
量
、
貿
易
量
・
貿
易
収
支
に
つ
い
て
、
記
述
的
分
析
を
行
う
。
特
に
、
対
外
感
情
の
長
期
的
水
準
と
短
期
的
変
動
を
区
別
し
て
概
観
し
た
上
で
、
対
外
感
情
が
好
転
あ
る
福元・古田近隣諸国の好き嫌いに新聞報道が与える影響247
い
は
悪
化
し
た
時
に
、
報
道
量
が
増
え
て
い
る
か
否
か
、
増
え
て
い
た
と
す
れ
ば
報
道
さ
れ
て
い
た
事
件
は
何
で
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
脇
　
（
9
）
中
　
国
　
対
中
感
情
の
長
期
的
な
水
準
に
は
、
お
お
よ
そ
四
つ
の
段
階
が
あ
る
（
図
3
－
1
）
。
第
一
は
一
九
六
〇
年
代
で
、
好
感
度
が
一
割
以
下
、
嫌
悪
度
が
三
割
台
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
前
半
よ
り
後
半
の
方
が
嫌
悪
度
が
高
い
背
景
に
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
下
で
米
国
・
台
湾
を
支
持
し
た
佐
藤
政
権
に
対
し
て
中
国
が
批
判
を
強
め
た
こ
と
（
田
中
、
一
九
九
〇
、
第
二
章
）
、
文
化
大
革
命
が
起
き
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
二
年
の
国
交
正
常
化
に
至
る
過
程
で
第
二
段
階
に
入
り
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
好
感
度
は
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
へ
と
漸
増
す
る
反
面
で
、
嫌
悪
度
は
一
割
を
切
る
、
良
好
な
状
態
が
続
く
。
こ
の
流
れ
が
や
や
逆
転
し
て
い
る
一
九
七
〇
年
代
半
ば
は
、
平
和
友
好
条
約
の
交
渉
過
程
で
反
覇
権
条
項
が
表
面
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
他
方
で
一
九
八
〇
年
代
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249　近隣諸国の好き嫌いに新聞報道が与える影響　　福元・古田
に
「
日
中
関
係
は
最
良
の
時
」
（
田
中
、
一
九
九
〇
、
二
二
五
頁
）
と
評
さ
れ
た
が
、
好
感
度
・
嫌
悪
度
に
関
す
る
限
り
そ
れ
は
誇
張
で
は
な
い
。
特
に
、
教
科
書
問
題
や
靖
国
公
式
参
拝
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
問
題
が
出
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
中
感
情
が
悪
化
し
な
か
っ
た
こ
と
は
注
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
挙
に
暗
転
す
る
の
が
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
で
幕
を
開
け
る
第
三
期
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
好
感
度
は
一
〇
％
前
後
、
嫌
悪
度
は
］
割
台
と
い
う
の
が
基
本
に
な
る
。
特
に
無
関
心
度
が
全
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
好
感
度
が
減
っ
た
分
が
そ
の
ま
ま
嫌
悪
感
の
増
加
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
中
で
も
、
一
九
九
〇
代
後
半
か
ら
は
江
沢
民
政
権
が
反
日
教
育
を
行
い
（
清
水
、
二
〇
〇
三
）
、
嫌
悪
度
は
一
〇
％
後
半
に
上
昇
し
た
。
第
四
期
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
に
起
き
た
一
連
の
事
件
を
通
じ
て
、
嫌
悪
度
が
突
発
的
に
急
騰
し
て
は
漸
減
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
四
年
八
月
の
サ
ッ
カ
ー
・
ア
ジ
ア
杯
決
勝
戦
後
の
反
日
騒
動
で
三
割
台
に
、
二
〇
〇
五
年
四
月
の
反
日
デ
モ
で
四
割
台
に
、
二
〇
〇
七
年
春
に
再
び
四
割
台
に
、
二
〇
〇
八
年
二
月
の
ギ
ョ
ー
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
中
毒
事
件
で
五
割
台
に
、
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
尖
閣
諸
島
問
題
で
は
遂
に
六
割
の
大
台
に
達
し
た
。
　
報
道
量
に
つ
い
て
、
一
方
で
は
、
長
期
的
な
水
準
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
一
〇
〇
件
前
後
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
緩
や
か
に
倍
増
し
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
は
二
〇
〇
台
と
い
う
新
た
な
水
準
に
達
し
て
い
る
が
、
対
外
感
情
の
長
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
的
な
水
準
と
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
（
図
4
－
1
）
。
他
方
で
、
先
に
見
た
対
外
感
情
が
短
期
的
に
変
動
し
た
時
期
に
は
、
報
道
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
ず
、
日
中
国
交
正
常
化
（
一
九
七
二
年
）
や
平
和
友
好
条
約
（
一
九
七
八
年
）
の
前
後
に
は
、
緩
や
か
な
盛
り
上
が
り
が
見
ら
れ
る
。
天
安
門
事
件
（
一
九
八
九
年
六
月
）
以
降
は
突
発
的
な
も
の
が
多
く
、
台
湾
海
峡
危
機
（
一
九
九
六
年
三
月
）
、
サ
ッ
カ
ー
・
ア
ジ
ア
杯
決
勝
戦
後
の
反
日
騒
動
（
二
〇
〇
四
年
八
月
）
、
反
日
デ
モ
（
二
〇
〇
五
年
四
月
）
、
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
（
二
〇
〇
八
年
二
月
）
、
尖
閣
諸
島
問
題
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
な
ど
は
四
〇
〇
本
を
超
し
て
い
る
。
但
し
、
大
き
く
報
道
さ
れ
な
が
ら
対
外
感
情
に
は
影
響
し
な
い
事
件
も
あ
り
、
郡
小
平
死
去
（
一
九
九
七
年
二
月
）
、
S
A
R
S
禍
（
二
〇
〇
三
年
五
月
）
、
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胡
主
席
来
日
・
四
川
大
地
震
（
二
〇
〇
八
年
五
月
）
な
ど
が
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。
　
貿
易
量
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
（
一
九
八
五
年
の
一
時
的
増
加
を
除
い
て
）
微
増
に
と
ど
ま
り
、
日
中
国
交
回
復
な
ど
の
政
治
的
事
件
に
よ
っ
て
大
き
く
動
い
て
は
い
な
い
（
図
5
－
1
）
。
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
急
激
に
増
大
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
は
減
っ
て
い
る
。
貿
易
収
支
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
出
超
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
半
ば
以
降
入
超
に
転
じ
て
い
る
。
　
（
1
3
）
韓
　
国
　
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
一
貫
し
て
下
が
っ
た
嫌
悪
度
が
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
金
大
中
事
件
（
一
九
七
三
年
八
月
）
に
よ
っ
て
二
割
に
、
文
世
光
事
件
（
一
九
七
四
年
八
月
）
に
よ
っ
て
三
割
に
上
が
っ
た
後
、
一
貫
し
て
嫌
悪
度
が
下
が
り
好
感
度
は
上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
（
図
3
－
2
）
。
二
〇
〇
五
年
四
月
に
竹
島
問
題
を
め
ぐ
る
対
日
批
判
に
よ
り
再
び
嫌
悪
度
が
急
増
し
好
感
度
も
一
時
的
に
減
っ
た
も
の
の
、
ほ
ど
な
く
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
つ
つ
あ
る
。
　
一
九
七
〇
年
四
月
の
調
査
ま
で
は
世
論
調
査
に
お
け
る
選
択
肢
に
北
朝
鮮
が
な
か
っ
た
た
め
、
韓
国
の
嫌
悪
度
に
北
朝
鮮
の
嫌
悪
度
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ま
で
韓
国
の
嫌
悪
度
は
二
割
台
で
あ
っ
た
が
、
北
朝
鮮
が
選
択
肢
に
入
っ
た
一
九
七
〇
年
五
月
に
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
っ
て
格
別
の
事
件
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
の
嫌
悪
度
が
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
ポ
イ
ン
ト
も
急
落
し
、
以
後
も
一
割
台
前
半
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
韓
国
の
嫌
悪
度
を
解
釈
す
る
際
は
要
注
意
で
あ
る
。
例
え
ば
嫌
悪
度
が
上
が
っ
た
一
九
六
八
年
二
月
に
は
、
北
朝
鮮
が
米
国
偵
察
船
プ
エ
ブ
ロ
号
を
掌
捕
し
た
り
青
瓦
台
を
襲
撃
し
た
り
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
韓
国
が
要
因
で
嫌
悪
が
上
が
っ
た
と
見
ら
れ
る
時
期
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
三
年
に
は
李
ラ
イ
ン
海
域
で
韓
国
が
日
本
の
漁
船
を
捕
獲
し
船
員
を
抑
留
し
た
こ
と
が
数
度
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
一
九
六
五
年
後
半
か
福元・古田近隣諸国の好き嫌いに新聞報道が与える影響251
ら
一
九
六
六
年
に
か
け
て
は
、
日
韓
条
約
批
准
反
対
運
動
、
第
五
三
海
洋
丸
の
捕
獲
、
三
八
度
線
武
力
衝
突
事
件
な
ど
が
韓
国
で
起
（
1
5
）
き
た
。
　
短
期
的
に
嫌
悪
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
時
期
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
を
検
討
す
る
。
一
九
八
〇
年
代
初
頭
は
、
光
州
事
件
（
一
九
八
〇
年
五
月
）
や
金
大
中
死
刑
判
決
（
一
九
八
〇
年
九
月
）
、
そ
れ
に
対
す
る
鈴
木
首
相
の
「
憂
慮
」
（
一
九
八
〇
年
一
一
月
）
を
内
政
干
渉
と
捉
え
て
反
発
し
た
韓
国
の
動
き
が
あ
っ
た
。
一
九
九
六
年
の
春
と
秋
に
は
、
両
国
と
も
選
挙
を
控
え
、
竹
島
領
有
権
問
題
が
争
点
化
し
た
。
さ
ら
に
金
泳
三
政
権
が
歴
史
建
て
直
し
政
策
を
進
め
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
夏
に
は
、
歴
史
教
科
書
と
靖
国
公
式
参
拝
が
問
題
化
し
た
。
二
〇
〇
六
年
七
月
も
竹
島
問
題
が
再
燃
し
た
。
　
好
感
度
は
、
韓
国
の
民
主
化
そ
れ
自
体
か
ら
始
ま
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
漸
増
し
、
嫌
悪
度
の
よ
う
に
何
ら
か
の
事
件
に
影
響
さ
れ
て
短
期
的
に
変
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
、
韓
流
ブ
ー
ム
な
ど
韓
国
の
文
化
・
社
会
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
、
一
日
一
万
人
以
上
の
往
来
と
い
っ
た
双
方
向
で
の
人
的
交
流
の
増
大
な
ど
（
木
宮
、
二
〇
〇
七
）
、
社
会
に
根
付
い
た
地
道
な
動
き
の
成
果
と
推
測
さ
れ
る
。
　
報
道
量
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
お
お
よ
そ
月
に
五
〇
本
程
度
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
八
七
年
の
民
主
化
、
一
九
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
て
、
毎
月
一
〇
〇
本
前
後
の
ペ
ー
ス
を
維
持
し
て
い
る
（
図
4
－
2
）
。
但
し
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
対
韓
感
情
の
長
期
的
水
準
が
変
わ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
対
韓
感
情
が
短
期
的
に
変
動
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
政
治
的
事
件
が
伴
っ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
報
道
量
は
多
い
が
（
一
九
六
五
年
六
月
の
日
韓
基
本
条
約
、
一
九
七
三
年
八
月
の
金
大
中
事
件
、
一
九
七
四
年
八
月
の
文
世
光
事
件
、
　
一
九
八
〇
年
五
月
の
光
州
事
件
等
）
、
そ
の
逆
は
必
ず
し
も
真
で
は
な
い
（
一
九
九
〇
年
五
月
の
盧
韓
国
大
統
領
来
日
、
二
〇
〇
二
年
六
月
の
日
韓
共
催
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
等
）
。
　
貿
易
量
の
変
遷
は
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
（
図
5
－
2
）
。
ま
ず
一
九
七
〇
年
代
に
重
工
業
化
に
伴
っ
て
増
え
、
次
い
で
二
〇
〇
〇
年
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代
に
上
昇
し
て
い
る
。
短
期
的
に
は
一
九
九
八
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
や
、
で
い
る
。
貿
易
収
支
は
黒
字
基
調
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
落
ち
込
ん
北
朝
鮮
　
長
期
的
に
は
、
嫌
悪
度
が
一
貫
し
て
上
昇
し
、
好
感
度
は
常
に
ゼ
ロ
に
近
い
（
図
3
－
3
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沽
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
選
択
肢
に
北
朝
鮮
が
入
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
五
月
の
世
論
調
査
か
ら
で
あ
る
が
、
当
初
一
九
七
〇
年
代
前
半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
は
嫌
悪
度
が
下
が
っ
て
い
る
。
実
際
に
も
、
「
国
交
樹
立
の
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
、
日
朝
関
係
改
善
の
動
き
が
広
が
　
宇
っ
た
時
期
で
あ
る
（
高
崎
、
二
〇
〇
四
、
一
八
1
二
〇
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
自
民
党
を
含
む
日
朝
友
好
促
進
議
員
連
明
皿
の
結
成
（
一
九
　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影
七
一
年
一
一
月
）
、
日
朝
間
の
貿
易
促
進
に
関
す
る
合
意
書
の
調
印
（
一
九
七
二
年
一
月
）
、
朝
鮮
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
の
来
日
（
一
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
九
七
二
年
一
〇
月
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
北
朝
鮮
の
貿
易
代
金
支
払
い
遅
延
問
題
を
契
機
と
し
て
、
こ
う
し
た
動
き
は
頓
挫
す
る
。
導
以
下
で
は
嫌
悪
度
の
短
期
的
変
動
を
検
討
す
免
一
九
七
五
年
＝
月
は
松
生
丸
事
件
（
・
本
の
漁
船
が
北
朝
鮮
に
よ
り
銃
撃
さ
れ
轍
死
傷
者
が
出
た
・
と
を
呆
政
府
が
輩
）
、
一
九
八
三
年
九
月
は
ラ
ン
グ
↓
鐸
テ
・
、
二
月
は
第
一
八
富
士
山
丸
事
件
が
起
縮
き
た
。
一
九
八
八
年
一
月
は
、
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件
が
北
朝
鮮
に
よ
る
も
の
と
韓
国
が
発
表
し
、
嫌
悪
度
が
一
五
ポ
イ
ン
ト
も
急
騰
　
國
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫌
し
て
い
る
。
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
四
年
に
か
け
て
は
第
一
次
朝
鮮
半
島
危
機
が
起
き
た
。
一
九
九
六
年
四
月
は
休
戦
協
定
違
反
が
　
撫
起
き
、
一
九
九
七
年
二
月
は
横
田
め
ぐ
み
拉
致
疑
惑
が
表
面
化
し
た
。
一
九
九
八
年
九
月
に
ミ
サ
イ
ル
が
撃
た
れ
た
こ
と
で
嫌
悪
度
が
　
邸
一
三
ポ
イ
・
ト
跳
ね
上
が
・
た
・
二
〇
〇
〇
年
六
月
は
南
北
朝
鮮
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
・
初
め
て
嫌
悪
度
が
一
割
近
く
落
ち
縮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
九
月
に
＝
二
人
の
拉
致
と
内
八
人
の
死
亡
を
北
朝
鮮
が
認
め
た
後
、
嫌
悪
度
は
八
割
に
達
し
た
。
　
報
道
量
は
一
九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
、
報
道
量
の
増
加
と
先
に
見
た
嫌
悪
度
の
短
期
的
変
動
　
鵬
の
節
目
と
は
、
連
動
し
て
い
る
（
図
4
－
3
）
。
逆
に
、
報
道
量
は
増
え
た
が
嫌
悪
度
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
政
治
的
事
件
と
し
て
、
南
北
赤
十
字
会
談
（
一
九
八
四
年
九
月
）
、
三
党
共
同
宣
言
（
一
九
九
〇
年
九
月
）
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
（
二
〇
〇
六
年
七
月
、
二
〇
〇
九
年
）
、
核
実
験
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
貿
易
量
は
他
国
と
は
対
照
的
に
低
下
傾
向
に
あ
る
（
図
5
－
3
）
。
例
外
的
に
、
日
朝
関
係
が
改
善
し
た
一
九
七
〇
年
半
ば
と
、
支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
物
資
が
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
〇
〇
一
年
の
み
は
急
増
し
て
い
る
。
禁
輸
に
伴
い
、
輸
入
額
は
二
〇
〇
六
年
一
二
月
か
ら
、
輸
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
額
は
二
〇
〇
九
年
七
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
値
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
貿
易
収
支
は
、
一
九
七
〇
年
代
と
一
九
八
〇
年
代
は
輸
出
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
輸
入
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
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小
　
括
　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
近
隣
諸
国
と
の
間
で
は
、
肯
定
的
な
報
道
が
量
産
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
否
定
的
な
報
道
に
よ
っ
て
嫌
悪
度
が
急
増
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
際
も
好
感
度
は
あ
ま
り
短
期
的
に
変
動
し
な
い
。
ま
た
嫌
悪
度
が
瞬
間
的
に
上
が
っ
た
後
に
は
揺
り
戻
し
が
あ
り
、
長
期
的
な
水
準
に
落
ち
着
く
。
　
好
感
度
と
嫌
悪
度
と
の
間
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
が
あ
れ
ば
、
無
関
心
度
は
一
定
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
中
国
と
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
を
除
く
韓
国
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
状
態
に
あ
っ
た
。
他
方
で
、
全
時
期
の
北
朝
鮮
と
、
一
九
六
〇
年
代
あ
る
い
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
中
国
で
は
、
好
感
度
が
低
い
ま
ま
、
嫌
悪
度
だ
け
が
変
化
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
好
感
度
と
嫌
悪
度
と
は
必
ず
し
も
い
つ
も
鏡
像
関
係
に
あ
る
訳
で
は
な
い
。
　
嫌
悪
度
が
上
が
っ
た
際
の
報
道
内
容
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
は
政
治
的
事
件
で
あ
り
、
経
済
・
社
会
・
文
化
に
関
わ
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
逆
に
政
治
的
事
件
が
常
に
対
外
感
情
を
悪
化
さ
せ
る
訳
で
は
な
い
。
特
に
歴
史
問
題
が
嫌
悪
度
に
あ
ま
り
影
響
し
て
い
な
い
の
は
注
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
貿
易
量
や
貿
易
収
支
は
、
目
視
す
る
限
り
ど
の
国
に
対
す
る
好
感
度
に
も
嫌
悪
度
に
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
因
果
的
分
析
モ
デ
ル
　
以
上
の
記
述
的
分
析
か
ら
、
対
外
感
情
に
は
長
期
的
な
水
準
と
短
期
的
な
変
動
と
が
あ
り
、
両
者
を
区
別
す
る
の
が
有
益
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
大
き
な
政
治
的
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
短
期
的
変
動
（
シ
ョ
ッ
ク
）
は
時
間
と
と
も
に
減
衰
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
表
現
す
る
一
つ
が
誤
差
修
正
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ま
た
序
論
で
触
れ
た
よ
う
に
、
報
道
量
の
多
寡
は
対
外
感
情
の
分
散
の
大
小
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
は
乗
法
不
均
一
分
散
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
う
ま
く
対
応
で
き
る
。
そ
こ
で
両
者
を
合
わ
せ
た
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
（
福
元
・
水
吉
、
二
〇
〇
七
。
以
下
、
大
文
字
は
観
測
さ
れ
る
変
数
、
小
文
字
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）
は
推
定
さ
れ
る
媒
介
変
数
）
。
　
t
月
の
従
属
変
数
の
長
期
的
な
均
衡
水
準
卸
・
（
実
際
に
は
観
測
さ
れ
な
い
）
は
t
月
の
長
期
的
要
因
の
ベ
ク
ト
ル
×
芸
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
（
σ
［
は
長
期
的
要
因
の
係
数
、
a
は
定
数
）
。
　
　
　
メ
．
1
1
9
＋
げ
［
×
ζ
し
か
し
実
際
に
観
測
さ
れ
る
t
月
の
従
属
変
数
メ
は
こ
の
均
衡
水
準
メ
・
と
は
一
致
せ
ず
、
長
期
的
誤
差
ρ
．
が
生
じ
る
。
　
　
　
メ
H
メ
管
＋
ρ
畳
け
ー
一
月
の
長
期
的
誤
差
ρ
⊥
．
は
、
翌
t
月
に
d
の
割
合
だ
け
修
正
さ
れ
る
（
d
は
誤
差
修
正
係
数
と
呼
ば
れ
る
。
な
お
O
〈
α
〈
一
）
。 福元・古田近隣諸国の好き嫌いに新聞報道が与える影響255
従
属
変
数
の
変
化
レ
メ
は
、
こ
の
誤
差
修
正
l
q
ρ
⊥
．
の
他
、
t
月
の
短
期
的
要
因
の
変
化
レ
×
誓
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
（
△
は
t
月
の
値
か
ら
叶
1
一
月
の
値
を
引
い
た
差
分
）
。
　
　
　
〉
メ
ー
1
げ
゜
。
〉
×
誓
1
α
ρ
⊥
．
＋
ρ
こ
こ
で
短
期
的
誤
差
ρ
は
平
均
0
、
分
散
9
。
。
の
正
規
分
布
に
従
う
（
9
・
、
＞
O
）
。
　
　
　
ρ
～
Z
（
ρ
9
。
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
分
散
9
、
の
対
数
は
分
散
要
因
N
け
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
　
　
　
9
、
」
①
嵩
（
σ
N
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
以
上
を
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
、
媒
介
変
数
を
最
尤
法
で
推
定
す
る
。
　
　
　
メ
ー
1
p
．
＋
σ
ω
〉
×
望
＋
ロ
．
メ
⊥
＋
げ
ピ
、
×
ζ
⊥
＋
ρ
報
道
量
の
係
数
は
、
期
待
値
不
変
仮
説
よ
り
長
期
的
要
因
あ
る
い
は
短
期
的
要
因
と
し
て
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
分
散
増
大
仮
説
よ
り
分
散
要
因
と
し
て
は
正
に
な
る
こ
と
が
、
理
論
的
に
は
予
想
さ
れ
る
。
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デ
ー
タ
　
従
属
変
数
は
、
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
の
好
感
度
・
嫌
悪
度
で
あ
る
。
但
し
内
閣
支
持
率
等
と
違
っ
て
、
対
外
感
情
は
○
に
近
い
観
測
が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
あ
る
の
で
、
正
規
分
布
を
想
定
す
る
こ
と
に
は
難
が
あ
る
。
そ
こ
で
対
外
感
情
の
対
数
オ
ッ
ズ
を
用
い
た
。
こ
れ
は
、
従
属
変
数
が
○
％
や
一
〇
〇
％
に
近
づ
く
ほ
ど
、
そ
れ
を
さ
ら
に
○
％
や
一
〇
〇
％
に
近
づ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
仮
に
報
道
量
が
一
〇
〇
本
増
え
る
と
好
感
度
が
四
五
％
か
ら
三
五
％
に
一
〇
ポ
イ
ン
ト
下
が
る
と
し
て
も
、
好
感
度
が
一
五
％
だ
っ
た
場
合
に
同
じ
一
〇
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
五
％
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
北
朝
鮮
の
好
感
度
に
は
○
％
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
が
多
数
あ
っ
て
対
数
オ
ッ
ズ
が
計
算
で
き
な
い
の
で
分
析
し
な
い
。
ま
た
好
き
・
嫌
い
な
国
を
三
つ
ま
で
挙
げ
る
質
問
な
の
で
、
一
九
七
〇
年
五
月
に
選
択
肢
に
北
朝
鮮
が
加
わ
る
前
と
後
と
で
は
、
他
国
の
好
感
度
・
嫌
悪
度
の
意
味
が
変
わ
る
（
韓
国
の
嫌
悪
度
が
急
減
し
た
の
は
先
述
し
た
通
り
）
。
そ
こ
で
（
自
己
回
帰
を
用
い
る
こ
と
か
ら
）
一
九
七
〇
年
六
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
一
二
月
ま
で
の
四
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
四
ヶ
月
の
被
説
明
変
数
を
分
析
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
短
期
的
要
因
×
望
と
し
て
具
体
的
に
は
、
報
道
量
、
失
業
率
、
貿
易
量
、
貿
易
収
支
の
、
い
ず
れ
も
前
月
の
値
を
用
い
た
。
北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
貿
易
量
と
貿
易
収
支
と
の
相
関
が
高
く
両
者
を
同
時
に
分
析
に
投
入
す
る
と
多
重
共
線
性
の
問
題
が
起
き
る
の
で
、
貿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）
易
量
だ
け
を
入
れ
た
。
長
期
的
要
因
×
ζ
は
、
短
期
的
要
因
と
同
じ
変
数
の
他
、
ト
レ
ン
ド
を
制
御
す
る
た
め
に
暦
年
を
入
れ
た
。
分
散
要
因
N
け
と
し
て
は
、
前
月
の
報
道
量
と
同
月
の
回
答
者
数
（
対
数
）
の
み
を
入
れ
た
。
他
の
変
数
は
入
れ
る
理
論
的
根
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
結
　
果
　
表
1
が
分
析
結
果
で
あ
る
。
ま
ず
分
散
増
大
仮
説
の
通
り
、
報
道
量
が
増
え
る
と
好
感
度
・
嫌
悪
度
の
分
散
は
大
き
く
な
る
（
韓
国
　
　
　
　
　
（
2
5
）
の
好
感
度
を
除
く
）
。
ま
た
期
待
値
不
変
仮
説
が
言
う
よ
う
に
、
報
道
量
は
好
感
度
・
嫌
悪
度
の
期
待
値
を
増
や
し
も
減
ら
し
も
し
な
い
（
例
外
と
し
て
、
短
期
的
に
は
中
国
の
嫌
悪
度
が
、
長
期
的
に
は
北
朝
鮮
の
嫌
悪
度
が
、
有
意
水
準
五
％
で
は
あ
る
も
の
の
、
報
道
量
と
と
も
に
増
え
る
）
。
　
制
御
変
数
に
つ
い
て
も
有
意
な
結
果
を
指
摘
し
て
お
く
。
失
業
率
は
、
予
想
と
は
逆
に
、
長
期
的
に
韓
国
に
対
す
る
好
感
度
を
上
げ
て
い
る
。
貿
易
量
が
増
え
る
と
、
長
期
的
に
中
国
と
韓
国
に
対
す
る
感
情
を
悪
化
さ
せ
る
の
は
、
意
外
で
あ
る
。
貿
易
収
支
が
黒
字
だ
と
中
国
（
短
期
的
）
と
韓
国
（
長
期
的
）
の
好
感
度
を
上
げ
る
。
回
答
者
数
は
二
つ
の
被
説
明
変
数
に
つ
い
て
理
論
に
反
し
て
分
散
を
福元・古田近隣諸国の好き嫌いに新聞報道が与える影響257
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表1分析結果
中国　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓国
好感度　　　　　　　　嫌悪度　　　　　　　　好感度
係数　　　標準誤差　　係数　　　標準誤差　　係数　　　標準誤差
嫌悪度
係数　　　標準誤差
　　　　　　　　　　　申
　　　　　　　　　　　菖
北朝鮮
　　　　　　　　　　　㌍
嫌悪度　　　　　　　以
係数　　標準誤差　　壮
短期的要因　報道量
　　　　　　失業率
　　　　　　貿易量
　　　　　　貿易収支
長期的要因　定数項
　　　　　　報道量
　　　　　　失業率
　　　　　　暦　年
　　　　　　貿易量
　　　　　　貿易収支
誤差修正項
分散要因　　定数項
　　　　　　報道量
　　　　　　回答者数
　0．000
　0．046
－O．016
　0．124
－1．850
　0．000
　0，020
　0，001
－O．　034
　0．077
　0．909
－9．499
　0．003
　0．749
0．000
0．082
0．042
0．047＊＊
4．227
0．000
0．016
0．002
0．　012＊＊
O．　048
0．021＊＊
5．460
0．001＊＊
0．746
　0，000
－O，096
　0．107
　0．027
－2．241
　0．000
－0．019
　0．001
　0，028
－O，042
　0．　948
－36．006
　0．003
　4．416
0．000＊
O．082
0．040＊＊
0．045
4．171
0．000
0．016
0．002、
0．012＊
0．048
0．　015＊＊
5．　933＊＊
0．001＊＊
0，811＊＊
　0，000
－0，055
　0．323
－0．184
－46．783
　0，000
　0，045
　0．023
－0．179
　0，417
　0．569
－28．592
－O．001
　3．554
0．000
0．113
0．160＊
0，200
6．883＊＊
0．000
0．021＊
0．003＊＊
0．082＊
0．146＊＊
O．　037＊＊
5．016＊＊
0．001
0，686＊＊
　0。000
－0．063
　0．056
－0．097
　0．393
　0．000
－0．016
　0．000
　0，093
－0，142
　0．865
　3．239
　0．005
－1．037
0．000
0．067
0．095
0，119
3．235
0．　OOO
O．013
0．002
0，047＊
O．　086
0．023＊＊
4．694
0．002＊＊
0．643
　0，000　0．00G
－0，001　　　0．056
－0．608　　　0．688
一22．348
　0．000
　0．　009
　0．011
－O．076
　0．840
－3．212
　0．005
－0．179
4．199＊＊
0．000＊
0．011
0．002＊＊
0．455
G．　02S＊＊
6．103
0．001＊＊
0．835
＊＊p＜0．01　　＊p〈0．05
増
や
し
て
い
る
。
　
他
に
も
何
通
り
も
の
モ
デ
ル
を
試
し
て
み
た
が
、
上
記
の
結
果
は
お
お
む
ね
頑
健
で
あ
っ
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
以
上
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
一
番
明
瞭
な
韓
国
の
嫌
悪
度
の
分
析
結
果
を
使
っ
て
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
ま
ず
統
制
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
○
ヶ
月
目
か
ら
二
四
ヶ
月
目
ま
で
長
期
的
要
因
を
構
成
す
る
全
指
標
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
1
の
分
析
期
間
の
平
均
値
を
取
る
と
す
る
。
嫌
悪
度
が
○
ヶ
月
目
に
長
期
的
　　　19，0
（
）　　　18．5
闇垂
Q
　　　18．0
圃
　　　17．5
　　05101520　　 　　　経過月数
図6報道量の効果のシミュレーション
均
衡
水
準
の
一
七
・
九
％
と
な
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
一
ヶ
月
目
以
降
も
ト
レ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
ド
の
僅
か
な
効
果
し
か
変
わ
ら
な
い
。
次
に
処
置
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
一
ヶ
月
目
に
報
道
量
だ
け
が
そ
の
二
標
準
偏
差
（
八
三
・
三
本
）
増
え
て
一
六
九
・
○
本
と
な
り
、
二
ヶ
月
目
以
降
は
元
の
平
均
値
（
八
五
・
八
本
）
に
戻
る
と
す
る
。
　
図
6
の
一
ヶ
月
目
は
、
統
制
シ
ナ
リ
オ
と
処
置
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
嫌
悪
度
の
期
待
値
と
九
五
％
信
頼
区
間
を
そ
れ
ぞ
れ
細
線
と
太
線
、
斜
線
部
と
網
掛
け
部
分
で
表
し
て
い
る
。
二
ヶ
月
目
以
降
は
、
一
ヶ
月
目
に
嫌
悪
度
が
取
っ
た
値
ご
と
に
そ
の
後
の
期
待
値
の
推
移
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
網
掛
け
部
分
の
上
端
は
、
嫌
悪
度
が
一
ヶ
月
目
に
一
九
・
三
％
に
な
っ
た
場
合
の
、
二
ヶ
月
目
以
降
の
期
待
値
に
対
応
し
て
お
り
、
実
現
値
は
誤
差
の
分
だ
け
こ
の
上
下
に
広
が
っ
て
分
布
す
る
。
処
置
シ
ナ
リ
オ
の
一
ヶ
月
目
と
二
ヶ
月
目
の
期
待
値
の
差
が
福元・古田近隣諸国の好き嫌いに新聞報道が与える影響259
ほ
ぼ
短
期
的
要
因
の
効
果
に
対
応
し
（
但
し
有
意
で
は
な
い
）
、
二
ヶ
月
目
の
処
置
シ
ナ
リ
オ
と
統
制
シ
ナ
リ
オ
の
期
待
値
の
差
が
大
体
長
期
的
要
因
の
効
果
で
あ
る
（
ほ
と
ん
ど
無
に
等
し
い
）
。
短
期
的
要
因
の
効
果
は
す
ぐ
消
え
、
長
期
的
要
因
の
効
果
は
二
年
程
度
　
　
　
（
2
8
）
で
減
衰
す
る
。
む
し
ろ
重
要
か
つ
大
き
い
の
は
、
分
散
要
因
の
効
果
で
あ
る
。
二
ヶ
月
目
の
九
五
％
信
頼
区
間
の
幅
は
、
統
制
シ
ナ
リ
オ
で
は
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
処
置
シ
ナ
リ
オ
で
は
一
・
○
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
一
・
五
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
五
割
増
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
う
比
率
は
何
ヶ
月
目
で
あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
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結
　
語
　
歴
史
問
題
・
領
土
問
題
・
拉
致
問
題
な
ど
の
政
治
的
事
件
が
報
道
さ
れ
る
度
に
、
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
に
対
す
る
日
本
人
の
感
情
は
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
が
今
日
で
あ
る
。
し
か
し
も
っ
と
長
い
ス
パ
ン
に
わ
た
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
等
身
大
の
近
隣
諸
国
の
模
様
が
日
々
伝
え
ら
れ
た
蓄
積
と
し
て
、
対
外
感
情
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
は
、
報
道
に
は
良
い
知
ら
せ
も
悪
い
知
ら
せ
も
あ
る
の
で
、
報
道
量
が
多
い
か
ら
と
言
っ
て
対
外
感
情
が
良
く
な
る
の
か
悪
く
な
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
と
す
る
期
待
値
不
変
仮
説
と
、
報
道
量
が
多
い
ほ
ど
判
断
材
料
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
対
外
感
情
は
良
く
な
る
に
せ
よ
悪
く
な
る
に
せ
よ
大
幅
に
変
化
す
る
と
主
張
す
る
分
散
増
大
仮
説
と
を
、
戦
後
五
〇
年
に
わ
た
る
月
次
デ
i
夕
を
も
と
に
実
証
し
た
。
ま
た
、
長
期
的
に
は
貿
易
量
が
多
い
と
対
外
感
情
は
悪
く
な
る
こ
と
も
、
副
産
物
的
な
知
見
と
し
て
得
ら
れ
た
。
謝
辞
　
本
稿
は
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
一
般
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注
（
1
）
　
山
o
百
帥
（
卜
。
O
O
倉
魯
の
。
ド
゜
。
噌
碧
匹
刈
）
は
、
米
国
で
世
論
　
　
が
外
交
に
影
響
す
る
か
否
か
の
議
論
を
概
観
し
て
い
る
。
（
2
）
　
「
な
い
・
わ
か
ら
な
い
」
と
し
た
人
も
含
む
全
有
効
回
答
者
　
　
数
に
占
め
る
百
分
率
。
「
時
事
世
論
調
査
特
報
」
（
時
事
通
信
社
）
　
　
の
デ
ー
タ
及
び
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
編
『
世
論
調
査
年
　
　
鑑
　
全
国
世
論
調
査
の
現
況
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
各
年
）
を
　
　
元
に
作
成
し
た
。
有
益
な
情
報
で
あ
る
割
に
は
こ
の
デ
ー
タ
を
　
　
用
い
た
先
行
研
究
は
少
な
い
（
三
宅
・
西
澤
・
河
野
、
二
〇
〇
　
　
一
、
第
n
部
、
中
村
、
二
〇
〇
六
－
七
、
二
〇
〇
八
、
H
己
p
、
　
　
二
〇
一
一
）
。
（
3
）
　
一
九
七
一
年
四
、
五
、
七
月
の
三
ヶ
月
は
好
感
度
・
嫌
悪
度
　
　
が
調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
で
省
く
。
三
宅
・
西
澤
・
河
野
（
二
　
　
〇
〇
一
、
九
四
頁
）
の
よ
う
に
、
前
後
の
月
か
ら
値
を
内
挿
し
　
　
て
も
、
表
1
（
後
出
）
の
分
析
結
果
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
（
4
）
　
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
サ
ー
ビ
ス
「
聞
蔵
H
ビ
　
　
ジ
ュ
ア
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
用
い
た
。
一
九
八
五
　
　
年
以
降
の
対
象
紙
誌
名
は
朝
日
新
聞
の
み
で
週
刊
朝
日
や
ア
エ
　
　
ラ
は
含
ま
な
い
。
異
体
字
を
含
め
て
検
索
し
た
。
一
九
八
四
年
　
　
以
前
の
朝
日
新
聞
縮
刷
版
に
つ
い
て
は
検
索
対
象
に
広
告
を
含
　
　
ま
な
い
。
好
感
度
・
嫌
悪
度
が
調
査
さ
れ
て
い
な
い
一
九
七
一
　
　
年
四
、
五
、
七
月
の
三
ヶ
月
も
観
測
し
て
い
る
。
ま
た
後
に
対
　
　
外
感
情
の
前
月
の
差
分
を
説
明
変
数
と
す
る
関
係
上
、
好
感
度
・
　
　
嫌
悪
度
の
調
査
が
始
ま
る
一
ヶ
月
前
の
一
九
六
〇
年
五
月
か
ら
　
　
観
測
し
て
い
る
。
な
お
本
稿
で
用
い
た
デ
ー
タ
（
著
作
権
の
関
　
　
係
か
ら
時
事
通
信
社
の
世
論
調
査
を
除
く
）
と
統
計
ソ
フ
ト
R
　
　
の
コ
ー
ド
は
、
著
者
（
福
元
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
耳
8
”
藁
　
　
≦
≦
≦
占
ρ
σ
q
㊤
吋
仁
ω
『
巳
づ
゜
霧
゜
』
b
＼
6
0
0
。
N
津
O
＼
）
で
公
開
す
る
予
　
　
定
で
あ
る
。
（
5
）
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
「
毎
索
」
を
用
い
　
　
た
。
期
間
は
、
三
紙
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
揃
う
一
九
八
七
年
か
　
　
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
で
あ
る
。
（
6
）
　
輸
出
額
と
輸
入
額
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
　
　
は
大
蔵
省
『
日
本
貿
易
月
表
』
（
日
本
関
税
協
会
、
各
月
、
財
　
　
務
省
貿
易
統
計
閲
覧
室
所
蔵
）
、
一
九
七
九
年
以
降
は
、
財
務
　
　
省
貿
易
統
計
「
輸
出
入
額
の
推
移
（
地
域
（
国
）
別
）
」
　
　
（
暮
8
ミ
≦
≦
≦
．
2
ω
8
暴
゜
σ
q
。
°
甘
＼
8
爵
ミ
ω
旨
＼
暮
巨
＼
け
冒
ρ
　
　
耳
ヨ
）
に
よ
る
（
最
終
閲
覧
二
〇
一
一
年
九
月
九
日
）
。
　
一
九
　
　
六
〇
年
は
月
額
が
な
い
の
で
欠
損
値
で
あ
る
。
好
感
度
・
嫌
悪
　
　
度
が
調
査
さ
れ
て
い
な
い
一
九
七
一
年
四
、
五
、
七
月
の
三
ヶ
　
　
月
も
観
測
し
て
い
る
。
国
民
総
生
産
は
、
一
九
六
〇
1
六
四
年
　
　
分
は
、
経
済
企
画
庁
『
国
民
所
得
統
計
年
報
　
昭
和
四
一
年
版
』
　
　
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
六
年
）
、
四
七
－
九
頁
の
国
民
総
支
　
　
出
（
名
目
、
季
節
調
整
な
し
）
、
一
九
六
五
－
七
九
年
分
は
、
経
　
　
済
企
画
庁
『
国
民
経
済
計
算
年
報
　
昭
和
五
六
年
版
』
（
大
蔵
　
　
省
印
刷
局
、
　
一
九
八
一
年
）
、
一
ニ
ー
一
五
頁
の
国
内
総
支
出
　
　
（
名
目
、
季
節
調
整
な
し
）
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
第
　
　
1
四
半
期
ま
で
は
、
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
「
国
民
経
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済
計
算
確
報
」
の
国
内
総
生
産
（
支
出
側
）
名
目
暦
年
四
半
期
デ
　
　
ー
タ
（
三
9
ミ
≦
≦
≦
b
ω
昌
＄
9
σ
q
ρ
甘
＼
む
＼
ω
墨
＼
冨
巨
ぎ
ロ
＼
　
　
評
①
穿
㊤
＼
蕊
ピ
冨
犀
ロ
＼
げ
b
。
ド
犀
p
犀
口
」
o
や
耳
巨
）
（
最
終
閲
覧
二
　
　
〇
一
一
年
一
〇
月
一
四
日
）
、
二
〇
一
〇
年
第
2
四
半
期
以
降
　
　
は
「
国
民
経
済
計
算
四
半
期
別
G
D
P
速
報
」
（
耳
8
ミ
　
　
≦
≦
≦
°
Φ
巴
．
＄
。
°
σ
q
ρ
甘
こ
o
＼
撃
ミ
の
。
ざ
げ
2
＼
ぎ
穿
ミ
け
。
爵
①
く
　
　
8
爵
鉱
1
8
や
巨
巨
）
（
最
終
閲
覧
二
〇
＝
年
一
〇
月
一
五
日
）
、
　
　
に
よ
る
。
国
内
総
生
産
は
四
半
期
の
数
値
な
の
で
、
そ
の
三
分
　
　
の
一
の
値
で
、
月
額
の
輸
出
額
と
輸
入
額
の
和
や
差
を
除
し
て
　
　
い
る
。
（
7
）
　
総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
　
長
期
時
系
列
デ
ー
タ
」
、
　
　
季
節
調
整
値
、
全
体
（
一
五
歳
以
上
で
、
六
四
歳
以
下
に
限
ら
　
　
な
い
）
（
『
け
8
”
§
乏
≦
≦
°
ω
甘
暮
゜
σ
q
O
」
喝
＼
Ω
p
け
p
＼
憎
〇
二
α
o
ロ
＼
δ
ロ
σ
q
江
　
　
日
①
＼
O
G
。
円
o
巳
o
F
耳
日
）
（
最
終
閲
覧
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
日
）
。
　
　
好
感
度
・
嫌
悪
度
が
調
査
さ
れ
て
い
な
い
一
九
七
一
年
四
、
五
、
　
　
七
月
の
三
ヶ
月
も
観
測
し
て
い
る
。
ま
た
後
に
対
外
感
情
の
前
　
　
月
の
差
分
を
説
明
変
数
と
す
る
関
係
上
、
好
感
度
・
嫌
悪
度
の
　
　
調
査
が
始
ま
る
一
ヶ
月
前
の
一
九
六
〇
年
五
月
か
ら
観
測
し
て
　
　
い
る
。
経
済
状
況
に
関
す
る
長
期
系
列
と
し
て
は
、
物
価
に
関
　
　
す
る
指
標
も
い
く
つ
か
入
手
可
能
で
あ
り
、
予
備
的
な
分
析
で
　
　
は
有
意
な
結
果
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
人
々
が
高
い
（
あ
る
　
　
い
は
低
い
）
物
価
上
昇
率
に
肯
定
的
か
否
定
的
か
一
概
に
判
断
　
　
で
き
ず
、
分
析
結
果
の
解
釈
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
よ
　
　
り
解
釈
が
容
易
で
同
程
度
に
有
意
な
結
果
が
出
た
失
業
率
の
結
　
　
果
を
報
告
し
た
。
な
お
時
事
世
論
調
査
の
中
に
は
物
価
以
外
の
　
　
経
済
指
標
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
調
査
期
間
が
短
く
な
る
上
に
、
　
　
失
業
率
の
代
わ
り
に
独
立
変
数
と
し
て
入
れ
て
も
そ
の
係
数
は
　
　
有
意
で
な
か
っ
た
。
（
8
）
　
時
事
通
信
社
（
一
九
八
一
）
、
時
事
通
信
社
・
中
央
調
査
社
　
　
（
一
九
九
二
）
、
時
事
通
信
社
『
時
事
世
論
調
査
特
報
』
各
旬
。
　
　
好
感
度
・
嫌
悪
度
が
調
査
さ
れ
て
い
な
い
一
九
七
一
年
四
、
五
、
　
　
七
月
も
、
世
論
調
査
自
体
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
回
答
者
数
　
　
は
観
測
し
て
い
る
。
（
9
）
　
日
中
関
係
に
つ
い
て
は
、
田
中
（
一
九
九
〇
）
、
毛
利
（
二
　
　
〇
〇
六
）
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
（
1
0
）
　
な
お
質
問
票
の
文
言
は
、
一
九
七
一
年
＝
月
ま
で
が
「
中
　
　
共
」
で
、
一
九
七
一
年
一
二
月
か
ら
「
中
国
」
に
な
る
が
、
こ
　
　
れ
が
対
外
感
情
に
影
響
し
た
節
は
な
い
。
（
1
1
）
　
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
六
月
の
間
に
八
ポ
イ
ン
ト
も
嫌
悪
度
　
　
が
急
増
し
た
の
は
尋
常
で
は
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
　
　
い
。
二
〇
〇
七
年
四
月
に
温
首
相
が
訪
日
し
て
国
会
で
演
説
し
、
　
　
「
侵
略
戦
争
」
に
言
及
し
、
反
省
の
態
度
を
行
動
で
示
す
よ
う
　
　
求
め
、
暗
に
靖
国
神
社
参
拝
問
題
を
牽
制
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
　
　
そ
れ
だ
け
で
嫌
悪
度
が
こ
こ
ま
で
上
が
る
と
は
考
え
に
く
い
。
（
1
2
）
　
一
九
六
四
年
九
月
ま
で
少
な
い
の
は
、
「
中
国
」
で
は
な
く
　
　
「
中
共
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
（
1
3
）
　
日
韓
関
係
に
つ
い
て
は
、
O
び
曽
（
一
Φ
⑩
㊤
）
、
李
（
一
九
八
九
）
　
　
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
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（
1
4
）
　
H
乙
p
（
卜
。
〇
一
一
）
は
、
北
朝
鮮
が
韓
国
と
は
別
の
選
択
肢
と
な
　
　
っ
て
い
た
一
九
八
八
年
以
降
に
つ
い
て
、
双
方
に
言
及
し
た
記
　
　
事
の
割
合
が
両
国
の
嫌
悪
度
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
　
　
い
る
。
（
1
5
）
　
｝
九
六
二
年
に
嫌
悪
度
が
四
割
台
か
ら
二
割
台
に
急
落
し
た
　
　
原
因
は
わ
か
ら
な
い
。
当
時
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
が
あ
っ
　
　
た
が
、
同
時
代
に
は
詳
細
不
明
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
が
影
響
し
　
　
た
と
は
考
え
に
く
い
。
（
1
6
）
　
日
本
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
人
道
支
援
や
食
糧
支
援
は
二
〇
〇
一
　
　
年
に
最
も
多
い
（
宮
本
、
二
〇
＝
a
、
二
〇
〇
一
b
）
。
（
1
7
）
　
「
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
。
つ
く
北
朝
鮮
に
係
る
対
　
　
応
措
置
に
つ
い
て
」
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
＝
二
日
閣
議
決
定
）
、
　
　
「
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
づ
く
北
朝
鮮
に
係
る
対
応
　
　
措
置
に
つ
い
て
」
（
二
〇
〇
九
年
六
月
一
六
日
閣
議
決
定
）
。
（
1
8
）
　
な
お
誤
差
修
正
モ
デ
ル
は
短
期
的
誤
差
が
定
常
で
あ
ろ
う
と
　
　
な
か
ろ
う
と
適
用
で
き
る
（
】
W
①
昆
6
⑩
ご
閑
①
①
冨
b
。
O
O
刈
）
。
（
1
9
）
　
な
お
福
田
（
二
〇
〇
八
）
は
「
支
持
率
の
変
化
の
絶
対
値
」
　
　
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
〉
メ
一
で
あ
っ
て
、
本
稿
が
分
　
　
析
対
象
と
し
て
い
る
分
散
く
霞
（
メ
）
と
は
異
な
る
。
（
2
0
）
　
こ
こ
で
僧
、
h
O
P
q
1
1
一
1
9
げ
牝
1
1
α
ぴ
い
で
あ
る
。
（
2
1
）
　
対
数
オ
ッ
ズ
で
は
な
く
好
感
度
そ
の
も
の
の
値
を
用
い
れ
ば
　
　
計
算
は
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
○
％
未
満
が
打
ち
切
ら
　
　
れ
た
分
布
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
取
り
扱
い
注
意
で
あ
る
　
　
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
、
分
析
し
な
か
っ
た
。
（
2
2
）
　
一
九
七
一
年
、
四
、
五
、
七
月
を
除
く
。
中
国
の
好
感
度
・
　
　
嫌
悪
度
は
韓
国
の
嫌
悪
度
と
違
っ
て
一
九
七
〇
年
五
月
に
急
変
　
　
し
て
い
な
い
。
但
し
前
述
の
通
り
中
国
は
報
道
量
の
指
標
が
一
　
　
九
六
四
年
九
月
ま
で
問
題
含
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
国
に
つ
い
　
　
て
は
（
前
月
の
差
分
を
制
御
す
る
た
め
）
一
九
六
四
年
一
二
月
　
　
か
ら
二
〇
一
〇
年
一
二
月
ま
で
（
う
ち
一
九
七
一
年
四
、
五
、
　
　
七
月
を
除
く
）
の
五
五
〇
ヶ
月
の
被
説
明
変
数
も
分
析
し
て
み
　
　
た
が
、
表
1
と
実
質
的
な
違
い
は
な
い
。
（
2
3
）
　
世
論
調
査
の
面
接
期
間
は
各
月
四
日
間
だ
が
、
日
付
は
月
に
　
　
よ
り
異
な
る
（
少
な
く
と
も
六
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
幅
が
あ
　
　
る
。
時
事
通
信
社
（
一
九
八
一
）
、
七
頁
、
時
事
通
信
社
・
中
　
　
央
調
査
社
（
一
九
九
二
）
、
°
W
l
v
頁
、
『
時
事
世
論
調
査
特
報
』
、
　
　
各
旬
）
。
そ
こ
で
一
律
に
（
月
の
途
中
で
は
な
く
）
前
月
の
値
　
　
を
使
っ
た
。
好
感
度
・
嫌
悪
度
は
、
調
査
さ
れ
て
い
な
い
一
九
　
　
七
一
年
四
、
五
、
七
月
の
観
測
を
省
い
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
　
　
一
九
七
一
年
六
月
の
ラ
グ
は
一
九
七
一
年
三
月
に
な
る
。
他
方
、
　
　
報
道
量
や
制
御
変
数
は
こ
の
期
間
も
観
測
さ
れ
て
い
る
の
で
、
　
　
一
九
七
一
年
六
月
の
ラ
グ
は
一
九
七
一
年
五
月
に
な
る
。
（
2
4
）
　
暦
年
は
、
西
暦
の
数
値
に
、
月
か
ら
一
を
引
い
て
↓
二
で
割
　
　
っ
た
値
を
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
六
〇
年
七
月
な
　
　
ら
一
九
六
〇
・
五
と
な
る
。
（
2
5
）
　
韓
国
の
好
感
度
は
四
割
の
月
で
二
％
以
下
で
あ
り
、
対
数
オ
　
　
ッ
ズ
を
と
っ
て
も
正
規
分
布
に
従
っ
て
い
な
い
懸
念
が
あ
る
。
（
2
6
）
　
報
道
量
は
八
五
・
八
本
、
貿
易
量
は
○
・
九
九
％
、
貿
易
収
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支
は
○
・
二
八
％
、
失
業
率
は
三
・
○
％
、
暦
年
は
一
九
九
〇
　
　
年
一
〇
月
頃
、
回
答
者
数
は
一
四
四
五
・
六
人
で
あ
る
。
（
2
7
）
　
長
期
的
均
衡
水
準
団
・
は
モ
デ
ル
よ
り
o
＋
σ
『
×
『
1
1
（
p
．
＋
　
　
げ
r
、
×
『
）
＼
（
一
1
α
．
）
と
求
め
ら
れ
る
。
（
2
8
）
　
二
ヶ
月
目
は
、
短
期
的
要
因
の
差
分
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
　
　
一
ヶ
月
目
の
効
果
を
帳
消
し
に
す
る
た
め
、
値
が
急
激
に
落
ち
　
　
て
い
る
。
長
期
的
効
果
が
減
衰
す
る
速
度
は
、
誤
差
修
正
係
数
　
　
に
よ
っ
て
の
み
決
ま
る
の
で
、
報
道
量
の
増
加
が
い
く
つ
で
あ
　
　
っ
て
も
、
報
道
量
以
外
の
長
期
的
要
因
が
変
化
し
た
場
合
で
も
、
　
　
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
中
国
は
げ
が
大
き
く
（
d
が
小
さ
く
）
、
　
　
な
か
な
か
減
衰
し
な
い
。
（
2
9
）
　
報
道
量
の
増
加
分
八
三
・
三
に
係
数
○
・
○
〇
五
を
掛
け
て
　
　
対
数
を
取
れ
ば
一
・
五
に
な
る
。
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How　Newspaper　Reports　Affect　How　Much　Japanese　Like／
Dislike　Their　Neighbor　Countries
FUKUMOTO　I（entaro・FURUTA　Hiroya
Key　words：好き嫌いLike　or　Dislike新聞報道Newspaper　Reports中
国China　韓国South　Korea　北朝鮮North　Korea
　　　We　study　to　what　extent　the　amount　of　newspaper　reports　on
China　and　North　and　South　Korea　affect　how　much　Japanese　like　or
dislike　these　countries．　Some　news　is　good　news，　while　others　are　bad
news．　Thus，　we　are　not　sure　whether　more　reports　on　a　country　make
people　either　like　or　dislike　the　country　under　consideration　（expected
value　constant　hypothesis）．　On　the　other　hand，　since　more　reports
provide　more　information，　more　people　change　their　minds　in　either
direction（variance　increase　hypothesis）。　We　analyze　monthly　data
from　1960　to　2010　and　find　that　these　hypotheses　are　supported．　In
addition，　it　turned　out　that，　as　trade　with　a　country　increases，　more
peoPle　tend　to　dislike　the　country　in　the　long　run．
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